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「 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について(答申) 補足資料」（文部科学省）より引用



『新学習指導要領』にみる学校改革のねらい

『資質・能力』 
→「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向かう力、人間性等」

『カリキュラム・マネジメント』
→教科横断的、子供や地域の現状にあわせた改善、外部資源を効果的活用

『主体的・対話的で深い学び（＝アクティブ・ラーニング）』
→主体的な学び（学ぶことへの興味・関心）、対話的な学び（子供同士の協働、
教職員や地域の人との対話）、深い学び（知識の相互関連、情報の精査など）



新型コロナウイルス感染症に対応した新しい初等中等教育の在り方について
（R2.5.26 中央教育審議会 初等中等教育分科会 ） 

『カリキュラム・マネジメント』 
・教育内容の精選・重点化・再配列（学校・自宅・オンライン・地域）
・感染症対策・健康管理、三密防止の少人数編成等、学びのPDCAサイクル
・STEAM学習、オンラインとリアルの両方を活かし、探究的・協働的学び

『情報通信技術の活用』
・GIGAスクール構想の加速、すべての子供がICTや先端技術を活用
・遠隔教育や先端技術を活用した個別最適化された学びの推進、校務効率化

『地域社会との連携・協働』
・地域社会との連携・協働を推進するコーディネート専門人材の配置
・地域社会の人材（GIGAスクール、心理・福祉、学習指導等）確保・配置



多様な学びを促す学習空間とは？



「さまざまな学習スタイルとスペース・コーナー」
　東浦町立緒川小学校　1978

　設計：田中・西野設計事務所
　所在地：愛知、日本



ガラスパーティションによるCRとOSの視認性の確保

スライディングドアによるCRとOSの一体性の確保 スライディングドアによるCRとOSの一体性の確保



「学習の拠点となる図書館」
　稲敷市立新利根小学校　2014

　設計：山下設計
　所在地：稲敷市、茨城、日本



「情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進な
どに関する調査研究協力者会議」（文部科学省）より引用



「ICTを活用した授業」
　立命館小学校
　所在地：京都市、京都



「個別学習を中心とした教育と施設」
　Kunskapsskolan Spånga
　所在地：Stockholm, Sweden

「個別学習や交流の場となるラウンジ」
   New Tech High School
　所在地： Coppell, TX, USA　



「さまざまな学習スタイルとスペース」
Water Hall（集合）、Show off（発表）、Cave（集中）

　Vittra Brotorp
　所在地：Sundbyberg, Sweden



ゆとりと潤いのある学校環境とは？



「ニッチの交流空間」
　盈進学園東野高等学校　
　1985
　設計：環境構造センター
　所在地：埼玉、日本

「通路に附随した小屋」
　宮代町立笠原小学校　1982

　設計：象設計集団
　所在地：埼玉、日本

「トイレ脇の休憩スペース」
　世田谷区立桜丘小学校　2000　　
　設計：アルコム
　所在地：東京、日本



「交流が進むトイレ」
　逗子市立逗子小学校　　　　
　2000　　
　設計：日総建
　所在地：神奈川、日本

　学校トイレ研究会パンフレットより引用



「生活拠点となるコモンスペース」（左）
「生徒のプロフィール紹介モニター」（右）
　Ballstabergsskolan
　設計： SAR/MSA 

　所在地：Stockholm, Sweden

「通路に展開するさまざまな生活スペース」
   Strandskolan
　設計： Brigitta Holm

　所在地：Stockholm, Sweden



環境を考慮した学校施設(エコスクール)の整備について(文部省調査研究協力者会議報告書より)



「屋上緑化とソーラーパネル」
　志木市立志木小学校
　所在地：志木市、埼玉

「屋上に設置されたビオトープと自然発電装置」
　戸田市立芦原小学校
　所在地：戸田市、埼玉



「環境省エコ改修モデル校」
　荒川区立第七峡田小学校
　所在地：荒川区、東京

ルーバーやライトシェルフによる日射遮蔽や昼光利用

ビオトープ

屋上緑化とソーラーパネル



「居住性を追求したエコ・スクール」
　普連土学園
　所在地：港区、東京

「植栽を校舎に取り込んだエコ・スクール」
　矢野南小学校
　所在地：広島市、広島



「自然素材・環境による居心地の良さ」
　東海村立白方小学校　2010

　設計：INA新建築研究所＋柳澤研究室（計画指導）
　所在地：東海村、茨城、日本

「アトリウムを中心とした開放的な空間」
　西南学院小学校　2010

　設計：鹿島建設設計部＋柳澤研究室（計画指導）
　所在地：福岡市、福岡、日本



「自然環境に恵まれた木造校舎」
　東松山市立宮野森小学校　2016

　設計：盛総合設計＋シーラカンスK&H

　所在地：東松山市、宮城、日本



「都市部の大規模木造校舎」
　流山市立おおぐろの森小学校
　2021

　設計：日本設計
　所在地：流山市、千葉、日本



「屋上庭園・中庭での交流・生活」
　東海村村立白方小学校　2010

　設計：INA新建築研究所
　所在地：東海村、茨城、日本

「中庭での交流・生活」
　ぐんま国際アカデミー　2005

　設計：CAt+CAn

　所在地：太田市、群馬、日本



「周囲の自然環境を内部に取り込む校舎」
　Cherry Crest Elementary School 2013
　設計： NAC Architecture

　所在地： Seattle, WA, USA 



学校と地域の連携をどうすすめるべきか？
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「地域に開かれた『縁側通り』」
　廿日市市市立大野西小・大野中学校　2014

　設計：日総建
　所在地：廿日市市、広島、日本

「地域開放ゾーンを明確に分ける」
　伊勢崎市立北小学校　2009

　設計：INA新建築研究所
　所在地：伊勢崎市、群馬、日本
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INA新建築研究所作成 「地域開放ゾーンを明確に分ける」
　伊勢崎市立北小学校　2009

　設計：INA新建築研究所
　所在地：伊勢崎市、群馬、日本



「地域に表出する学校の活動」
　富山市立芝園小・中学校　2008

　設計：シーラカンスK&H

　所在地：富山市、富山、日本

「地域に表出するカフェテリア」
　川崎市立はるひ野小・中学校　2008

　設計：豊建築設計事務所
　所在地：川崎市、神奈川、日本



「学校の地域開放施設」
　北区立王子小学校・王子桜中学校　2009

　設計：安井建築設計事務所
　所在地：東京、日本



「コミュニティ施設と複合した学校」
　志木市立志木小学校・いろは遊学館・いろは遊学図書館
　設計：石本建築事務所
　所在地：志木市、埼玉、日本



「学校と地域施設の複合化」
　京都御池中学校・複合施設　2006

　設計：類設計・竹中工務店
　所在地：京都、日本



京都御池中学校ホームページより引用



区画

学校の変化と対応

学校

学校

空き教室転用

地域施設



「学校施設老朽化対策先導事業100年学校モデル事業 基本計画書（概要版）株式会社 青木茂建築工房」から引用

５年後のイメージ



「学校施設老朽化対策先導事業100年学校モデル事業 基本計画書（概要版）株式会社 青木茂建築工房」から引用

５年後のイメージ



「学校施設老朽化対策先導事業100年学校モデル事業 基本計画書（概要版）株式会社 青木茂建築工房」から引用

２０年後のイメージ



「学校施設老朽化対策先導事業100年学校モデル事業 基本計画書（概要版）株式会社 青木茂建築工房」から引用

２０年後のイメージ



　インクルーシブ教育の潮流と学校のあり方とは？



インクルーシブ教育システム構築事業開始(文科省・2013年～)

⇩

特殊支援学級と通常学級の交流活動・合同学習の推進

早期からの就学相談支援の強化

特殊支援学校との連携・ネットワーク構築



インクルーシブ教育システム（inclusive education system）
(障害者の権利に関する条約 第24条)

⇩

障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み

障害のある者が「general education system」から排除されない

自己の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられる

個人に必要な「合理的配慮」が提供される



特殊支援教育のニーズは増大しており、特別支援学級の在籍者数
が平成15年度から25年度で約2倍に増加している。

「 平成29年度特別支援教育資料」（文部科学省）より引用



公立小中学校の通常の学級に在籍している発達障害の可能性のあ
る特別支援が必要な児童生徒の割合は6.5％との報告がある。

「 平成29年度特別支援教育資料」（文部科学省）より引用



日本のインクルーシブ教育における施設環境の課題

インクルーシブ教育では、教室やその他あらゆる場所を障害児
に対応させる必要。バリアフリーにするだけではなく、児童生
徒の精神的なケアを含めたハード面での対応が必要。

自閉症への対応では感情のコントロールや個別指導のためのク
ワイエットルームやセンサリールームなどが求められる。
インテリアや家具などの素材への配慮も必要になる。

ADHDへの対応でも心を落ち着かせるための空間的配慮が必要
になる。重複障害ではバリアフリーの対応や歩行器具の移動や

ストックも含めた十分な空間の確保が必要になる。



さいたま市立さくら特別支援学校
所在地：さいたま市、日本



東京都立志村学園
所在地：板橋区、東京、日本



�西生田小学校　
所在地：川崎、神奈川



�府中学園　
所在地：府中市、広島

�流山おおたかの森小中学校　
所在地：流山市、千葉



「 令和２年度千葉大学修士論文：北野麻理絵「国内外における
特別支援教育方針と特別支援教育施設の実態の比較」より引用



「 令和２年度千葉大学修士論文：北野麻理絵「国内外における
特別支援教育方針と特別支援教育施設の実態の比較」より引用



  インクルーシブ教育のソフト面(スタッフ・運営・教育など)・
ハード面(施設・設備・素材)の課題はコスト的にも大きな問題

⇩

インクルーシブ教育をより実効性のあるものにするには、ただ
一緒にするということではなく、個々のニーズや特性に合わせた

選択性のある多様な環境を整備していく必要

⇩

未だに画一的な教室空間で一斉学習が行われ、協調性や同質性
が求められるわが国の教育環境の変革が必要



みんなで参加する学校づくり



「児童や地域住民とのワークショップ」
　稲敷市立新利根小学校　2014

　設計：山下設計＋柳澤研究室（計画指導）
　所在地：稲敷市、茨城、日本









ご清聴ありがとうございました！！


